
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・

・

「
導
入
」
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

＋Point 

単元の内容に応じた準備運動や多様な動きを経験させる準備運動、体力・運動能力の課題に応じた準備運動 

前時の振り返りの内容から本時の課題へ 

 

「わかる」、「できる」を実現させるための学習課題（ねらい・めあて）の提示 

ボールを使った動的ストレッチ 
体力の課題を踏まえ、教員が作成した運
動プログラム動画の実施 

【デジタル学習カード】 

【教師のまとめを合わせた学習カード】 

＋Point 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「
展
開
」
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

・自己の課題に応じた解決方法の選択（「個別最適な学び」の実現） 
・自己や仲間、グループの課題の効果的な解決に向けた役割分担や

・効果的・効率的に自己や仲間、グループの課題を解決するためのICT機器の活用

＋Point 

仲間とともに「できた」、「わかった」を実感するための協働的な課題解決場面の設定 

【１人１台端末を活用し、自分の考えを整理】 【教材・教具を活用した多様な運動の場の設定】 

＋Point 

「展開」場面における課題解決に向けたＩＣＴの効果的・効率的な活用 

【資料による
複数の解決方
法の提示】 

【１人１台端末を活用した話し合い】 

【ホワイトボードを活用した話し合い】 

【１人１台端末の録画機能等の活用】 

【数値を活用した運動課題に対する
現状と課題の分析】 

【複数のアプ
リケーション
の活用】 

自己の課題に応じた活動を選択することができる場の設定や教材・教具の工夫 

【１人１台端末へのスモールステ
ップの提示・配信】 

【100m走のスピードの推移
を把握するためのスピード
曲線グラフ】 

＋Point 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・本時の学びや「知識及び技能」等の自己変容を振り返る場面の設定 
・自己変容を効果的に実感させるためのICT機器の活用 

「
終
末
」
場
面
に
お
け
る
指
導
の
手
立
て 

 

＋Point 

ステップ 

１ 

○○がわかった。 

○○がわかってよか

った。 

ステップ 

２ 

はじめは○○だった
けど○○と思った。 
○○さんの○○の意
見になるほどと思った。 
次は○○をやってみ
たい。 

単元や本時の目標に応じた「できた」、「わかった」や自分の成長を実感するための振り返りの工夫 

【身に付いた学習内容の振り返り（個人やグループ、全体） 
身に付いた技能を授業の最後に再度実践して振り返り】 

【学習内容の定着に向けた具体的な振
り返り方法の提示】 

【児童生徒の振り返りを学びの定着や
次時の意欲につなげるための教師から
のフィードバック（上記赤字）】 

【自己変容を実感するための学習前の動画と学習後の動画の比較】 

「終末」場面における課題解決に向けた ICTの効果的・効率的な活用 

【１人１台端末による振り返りの内容の共有】 

★ Topic ★ 
授業の流れや効果的なICT機器の活用方法など、上記のこれまでの内容について、小学校体育

専科教員、小学校体育エキスパート教員及び中学校体力向上推進教員による実際の授業実践動
画を基にチェックすることができますので、日常の授業改善の参考にご活用ください！ 

（令和５年（2023年）２月27日付け事務連絡 別添参照） 

好事例がたくさん掲載されています！ 
ぜひご活用ください！ 

＋Point 


